
福
田
首
相
の
突
然
の
辞
任
表
明
に
、
国
民
は
呆
れ
顔
で
す
。

安
倍
前
首
相
に
続
い
て
、
臨
時
国
会
の
直
前
に
政
権
を
投
げ
出

す
の
は
、
自
公
政
治
が
政
治
的
な
解
体
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国
民
の
前
に
争
点
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
解
散
・
総
選
挙
で
国
民
の
審
判
を
仰
ぐ
べ
き

で
す
。
９
月
中
の
衆
議
院
解
散
の
可
能
性
も
一
気
に
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
「
政
治
の
中
身
の
改
革
」
を
実
現
で
き
る
の
は
日

本
共
産
党
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

解
散
含
み
情
勢
の
下
で
開
催
さ
れ
る
９
月
議
会
。
流
山
市
で

も
当
初
予
定
し
て
い
た
ご
み
有
料
化
条
例
の
提
案
を
、
市
民
の

大
反
対
で
断
念
す
る
な
ど
、
開
発
優
先
・
市
民
負
担
を
拡
大
す

る
市
政
の
行
き
詰
ま
り
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
、
市
民
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ん

の
願
い
を
市
政
に
届
け
、
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る
市
政
の
実
現

め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

徳
増
き
よ
子
議
員

９
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時
頃

１
、
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
、
市
民
生
活
へ
の
深
刻
な
影
響
か

ら
、
反
対
の
声
を
国
に
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
、

市
長
に
問
う
。

２
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
負
担
増
と
差
別
医
療

を
押
し
つ
け
る
制
度
は
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
、
市
長

に
問
う
。

３
、
ご
み
行
政
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
ご
み
減
量
の
た
め
に
、
分
別
の
徹
底
、
資
源
化
を
さ
ら
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
ご
み
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
有
料
化
の
根
拠
は
な
く
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

４
、
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
東
部
地
域
、
向
小
金
地

域
に
通
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
野
々
下
「
は
や
ぶ
さ
の
森
」
の
住
宅
開
発
に
つ
い
て

小
田
桐
た
か
し
議
員

９
月
11
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
日
本
の
食
糧
と
農
業
に
対
す
る
現
状
認
識
と
危
機
打
開
策

に
つ
い
て
問
う
。

②
新
川
耕
地
の
新
流
通
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
に
つ
い
て

２
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
問
う
。

①
教
育
振
興
計
画
や
新
学
習
指
導
要
綱
に
つ
い
て
、
教
育
長

の
基
本
的
見
解
を
問
う
。

②
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
と
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

③
小
山
小
学
校
校
舎
建
設
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

３
、
中
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
守
谷
県
道
に
お
け
る
歩
行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

②
東
初
石
１
丁
目
の
地
盤
沈
下
に
つ
い
て

高
野
と
も
議
員

９
月
11
日
（
木
）
午
後
３
時
頃

１
、
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
深
刻
な
市
民
生
活
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
、
市
独
自
の

支
援
策
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

２
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
資
格
証
明
書
の
発
行
は
中
止
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

②
10
月
か
ら
実
施
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
者
へ
の
短
期
保

険
証
発
行
に
つ
い
て
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

３
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
８
月
30
日
夜
の
集
中
豪
雨
の
被
害

状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

４
、
新
線
沿
線
巨
大
開
発
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
必
要
性
、
採
算
性
、
環
境
へ
の
影
響
、
住
民
犠
牲
の
角
度

か
ら
事
業
を
評
価
し
、
総
括
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
事
業
の
ゆ
き
づ
ま
り
が
明
ら
か
で
あ
る
今
こ
そ
、
根
本
的

な
見
直
し
を
す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

９
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
頃

１
、
「
憲
法
講
演
会
」
な
ど
、
平
和
の
催
し
へ
の
後
援
を
相
次

い
で
不
承
認
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
、
市
長

の
政
治
姿
勢
を
問
う
。

２
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①
貧
困
化
な
ど
子
育
て
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
、

待
機
児
解
消
な
ど
保
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

②
幼
児
教
育
を
担
う
流
山
幼
稚
園
の
廃
園
計
画
に
つ
い
て

３
、
三
輪
野
山
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
都
市
軸
道
路
計
画
に
つ
い
て

②
集
中
豪
雨
被
害
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

４
、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
20
年
間
の
基
本
構
想
の
折
り
返
し
に
あ
た
り
、
前
期
基
本

計
画
を
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
総
括
し
て
い
く
の
か
。

②
様
々
な
情
報
を
市
民
に
提
供
し
、
全
市
民
的
な
議
論
を
保

障
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

９
月
４
日
〜
10
月
２
日

29
日
間

（
議
案
24
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
・
他
）

９
月

４
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

９
月

９
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）

一
般
質
問

午
前
10
時
〜

12
日
（
金
）
一
般
質
問

午
前
10
時
〜

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

16
日
（
火
）
総
務
、
都
市
建
設
委
員
会

17
日
（
水
）
教
育
福
祉
、
市
民
経
済
委
員
会

19
日
、
22
日
、
24
日
、
26
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会
、
徳
増
議
員
が
担
当

10
月

２
日
（
木
）
本
会
議
、
午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択




